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〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書 

 

工事名  仙台市役所本庁舎整備第１期 建築工事   

 

 

 整理番号 ２３０５１０５９５ 

質  問  事  項 回     答 

配置予定技術者について、申請時は入札参

加資格条件を満たす候補技術者を複数名候

補とし、落札決定後に候補としていた配置

予定技術者の中から一人を選任してもよろ

しいでしょうか。 

設計図書等に関する質問ではないので回答

できません。契約課にお尋ねください。 

（外部）  

図番－０４・Ａ－０４５・０５０・０５５ 

新増築特記仕様書－２の８章 ＡＬＣパネ

ルの外壁用において、厚さが１２５・１５０

㎜の記入ですが、矩計図－１・６・１１等で

はｔ１００・１２５の記入があり使い分けが

判別出来ません。それぞれの厚さの使い分け

をご指示下さい。 

 

２F、RF 階：t150 

上記以外：t100 

としてください。 

 

図番－０５・Ａ－００２・０５５ 

屋根１－１・１－２・２～５の笠木の仕様が下記の

ように相違しています。仕様はアルミ既製品 Ｗ

４００電解２次着色（マット）と考えて宜しいでしょ

うか。 

■新増築特記仕様書－３ 

・・・ＢＢ－１種アルマイトマット処理 

■外部仕上表・・・アルミ既製品 Ｗ３００ 

■矩計図－１１（屋上－１） 

・・・アルミ曲加工 Ｗ４００ 

 

 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－１２４・１２５ 

ＰＨ階平面詳細図－１・２の太陽光発電スペ

ース下部メンテナンスデッキにおいて、床板

用有孔鋼板外周部に手摺の記入がありませ

ん。不要と考えて宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０５６・３４７－５・Ｓ－１１１ 

ＰＨ１ＦＬ外周部の笠木の仕様が下記のように相

違しています。矩計図－１２（屋上－１２） 及び

ＰＨＦ伏図を正と考えて宜しいでしょうか。 

■矩計図－１２（屋上－１２）及びＰＨＦ伏図 

・・・プレキャストコンクリート＋コンクリートスラブ 

■ＰＣａ割付図－５（参考図）・・・全面ＰＣａ 

 

A-347-5 ＰＣａ割付図－５（参考図）を正としてく

ださい。 

図番Ａ－０５６・３４７－５・Ｓ－１１１ 

上記質疑を正とする場合、屋上笠木ＰＣ床の

割付図をご指示下さい。 

 

A-347-5 ＰＣａ割付図－５（参考図）を正としてく

ださい。 

図番Ａ－０１３～０１６ 

中間免震階・１～３平面図平面図において、竪

樋の位置及び本数及び径がそれぞれ相違して

います。雨水排水経路図をご指示下さい。 

（３階平面図（Ｘ７／Ｙ３・８通り）の竪樋が２階平

面図以下では記載が無く経路が不明等） 

 

 

 

 

 

別添 1 を参照ください。 

 

図番Ａ－１９８／Ｄ－１９・２０ 

一般部分詳細図－３のＤ－１９・２０の屋上

ハト小屋詳細において、ハト小屋の仕上は下

記のように考えて宜しいでしょうか。 

■外壁・天井・・・フッ素樹脂クリア塗装 

■ハト小屋内床・・・ウレタン塗膜防水 

下記としてください。 

■外壁・・・フッ素樹脂クリア塗装 

■天井（屋根）・・・コンクリート直均の上、 

ウレタン塗膜防水 

■ハト小屋内床・・・ウレタン塗膜防水 

■ハト小屋内立上り 
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■ハト小屋内立上り 

・・・ウレタン塗膜防水 Ｈ３００ 

■ハト小屋内壁・・・打放し素地 

       断熱材は不要 

■ハト小屋内天井・・・打放し素地 

        断熱材は不要 

・・・ウレタン塗膜防水 Ｈ３００ 

■ハト小屋内壁・・・打放し素地 

■ハト小屋内天井・・・打放し素地 

※断熱材の有無は契約後別途協議といたし

ます。 

図番Ａ－０５６ 

矩計図－１２（屋上）のＣ・Ｆ部矩計図にお

いて、パラペット外側にＣ塗装と記入があり

ますが、凡例がございません。ＦＣＣ塗装に

読み替えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番 A－０２６～０２８・１２４ 

塔屋外壁の仕様が下記のように相違してい

ます。ＰＨ階平面図平面図－１を正と考えて

宜しいでしょうか。 

■立面図－２～４･･･凡例Ｂ 

ＥＣＰ素地パネル ＦＣＣ塗装 

■ＰＨ階平面図平面図－１･･･ＡＬＣ板 

A-029 立面図-5 のⒿALC フッ素樹脂塗装を

正としてください。 

図番Ａ－０５６・１２２ 

Ｒ階平面図平面図－１のＸ１／Ｙ１～４間

の外壁の仕様が下記のように相違していま

す。矩計図－１２を正と考えて宜しいでしょ

うか｡ 

■矩計図－１２／Ｅ部（西面・Ｙ３－４間）

矩計図･･･ＡＬＣｔ１２５ 

■Ｒ階平面図平面図－１･･･ＥＣＰ 

ALC t150 としてください。 

 

（内部）  

図番Ａ－００２ 

Ｂ２階ＥＶホール床タイルにおいて「内装床

タイル２」とございますが仕様の凡例がござ

いません。標準仕様・寸法等をご指示下さい。 

 

A-529 地下鉄地下連絡通路計画図-1 に記載

の仕上特記事項を参照ください。 

図番Ａ－００２ 

Ｂ２階ＥＶホール壁タイルにおいて「内装壁

タイル２」とございますが仕様の凡例がござ

いません。標準仕様・寸法等をご指示下さい。 

A-529 地下鉄地下連絡通路計画図-1 に記載

の仕上特記事項を参照ください。 
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図番Ａ－００２ 

Ｂ１階ＥＬＶホール巾木において、仕上表に

「内装床タイル１００」とございますが壁仕

上「内装壁タイル」に読替えて宜しいでしょ

うか。地下鉄地下連絡通路共通 

B1 階ＥＬＶホール B1-1・2 は SUS 製 H=60

としてください。地下鉄地下連絡通路は質問

のとおりでよろしいです。 

図番Ａ－００３ 

１階風除室東・北 床御影石下地において、

仕上表に「Ｆ３：コンクリート直均し下地」

とございますが「Ｆ１０：敷モルタルｔ３５」

に読み替えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００３ 

１階風除室東・北他壁仕上において、[アルミ

パネル」がございますが、仕様（板厚、表層

仕上等）の図示がございません。仕様をご指

示下さい。 

A-002 外部仕上表・内部仕上表-1 に記載の仕

上材料名表示凡例を参照ください。 

図番Ａ－００３ 

上記質疑に関連して、壁アルミパネルの下地

の図示がございません。下地の仕様、詳細を

ご指示下さい。 

 

 

A-092 1 階平面詳細図-1 を参照ください。 

図番Ａ－００４・１００ 

５階執務室５－２壁「内装石張り」において、

平面詳細図に「LW１＋M」とございますの

でボード面に接着張りと考えて宜しいでし

ょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－００１ 

仕上特記仕様書【A）天井仕様の注意事項】

において、「天井ふところ３０００を越える

場合は、図示による仕様又は鉄骨造ぶどう棚

等より天井を吊る。」とございますが鉄骨造

ぶどう棚の仕様の図示がございません。仕

様、詳細をご指示下さい。 

公共建築工事標準仕様書(国交省)14.4.4(8)の

仕様によるつりボルト補強とし、水平補強は

高さ方向に 3.0m を超えない範囲で必要な段

数を見込んでください。 
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図番－０４・Ａ－００５・０５７～０７８ 

コア詳細図において、ＥＬＶ廻りの間仕切の

凡例が図面中に見当たりません。 

新増築工事特記仕様書－２・内部仕上表より

ＡＬＣと考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－０３２～０４３・２００／Ｄ－３５ 

スラブ～天井の間仕切は防災計画図に記載

の水色線 天井までの間仕切壁のみと考えて

宜しいでしょうか。 

※ ただし、耐火間仕切、遮音間仕切、隣合

う室の天井高が異なる場合はスラブ～

スラブ  

各階平面詳細図を正としてください。 

図番Ａ－０３２～０４３ 

防災計画図において、白抜き部分の間仕切は

エレメント図－１ 壁下地種別よりスラブ

～スラブと考えて宜しいでしょうか。 

各階平面詳細図を正としてください。 

図番－０５・Ａ－００１ 

仕上特記仕様書において、間仕切壁 ５．０

ｍ以上の部分には、主要構造部と同等の下が

り壁等設けると記載がございますが、新増築

工事特記仕様書－３ 金属工事 軽量鉄骨

壁下地（５ｍ超）と相違しております。 

新増築工事特記仕様書－３を正とし、軽量鉄

骨下地（５ｍ超：オクジューＴｏｗｅｒＷａ

ｌｌ等）を設けると考えて宜しいでしょう

か。 

よろしいです。 

図番Ａ－００５・１０３ 

６－１３Ｆ更衣室－１・２において、床仕上

はビニル床シート（水廻り）とタイルカーペ

ットとで使い分けがございますが、ビニル床

シートとタイルカーペットの境目は一方枠

がある開口部と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００２ 

セメント系塗床材において、仕上表床仕上に

「防滑」と記載のある部屋と無い部屋がござい

いずれも防滑仕様としてください。 
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ます。図面通り使分けるものと考えて宜しいで

しょうか。 

①セメント系塗床材（防滑） 

：Ｂ１階足洗スペース 

②セメント系塗床材：Ｂ１階洗車スペース 

図番Ａ－００４  

床ビニール床シート C において、仕上床仕

上で”（防滑）”と記載のある部屋、無い部屋

がございますが全て防滑仕様と考えて宜し

いでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００５ 

５階応接室５－１壁「特殊左官材」の仕様（メ

ーカー名・品番）をご指示下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｯｺｰ:FMX(ﾌﾟｯﾂ)同等としてください。 

（建具）  

図番Ａ－１６２～１７６ 

Ａ－１６１－１～１６１－１２ 

下記の建具において、建具表と建具案内図で

数量が相違しております。建具案内図の数量

を正と考えて宜しいでしょうか。 

建具番号    建具表  建具案内図 

ＳＤ－Ｂ１Ｆ－０４：３     ４ 

ＳＤ－Ｂ１Ｆ－０４’：２     １ 

ＳＤ－３Ｆ－２７： ８     ９ 

下記としてください。 

ＳＤ－Ｂ１Ｆ－０４：４ 

ＳＤ－Ｂ１Ｆ－０４’：１ 

ＳＤ－３Ｆ－２７：８ 

ＳＤ－共０５  ：１５ 

ＳＤ－共１７  ：４６ 

ＳＤ－共１８  ：１６８ 

ＳＤ－共１８’ ：４ 

ＳＦ－共０１  ：１６ 
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ＳＤ－共０５  ：１４    １６ 

ＳＤ－共１７  ：４６    ４７ 

ＳＤ－共１８  ：１６８  １６４ 

ＳＤ－共１８’ ：４      ５ 

ＳＦ－共０１  ：２０    １８ 

ＡＷ－１Ｆ－０８：欠番     １ 

ＷＤ－５Ｆ－１２： ３     ２ 

ＷＤ－５Ｆ－１３：欠番     １ 

 

 

ＡＷ－１Ｆ－０８：１ 

ＷＤ－５Ｆ－１２：３ 

ＷＤ－５Ｆ－１３：欠番 

上記質疑を正とする場合、欠番となっている

建具の仕様（寸法・仕上等）をご指示下さい。 

 

 

ＡＷ－１Ｆ－０８の仕様は建具表を参照く

ださい。 

 

図番Ａ－０２７・０２８ 

Ａ－１６１－６・１６９ 

４階・５階建具案内図においてＡＷ－共１５

（西外壁面Ｙ４－５間）とＡＷ－共１６（北

外壁面Ｘ５－６間）の記載がございますが、

建具表－８では欠番となっております。立面

図に該当する建具が見当たらないため、ＡＷ

－共１５、１６は不要と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１６１－１１・１７５ 

以下の建具の数量が建具表－１４と１５階

建具案内図で下記のように相違しておりま

す。 

 建具番号    建具表 建具案内図 

ＳＤ－１５Ｆ－１２ ： １    ２ 

ＳＤ－１５Ｆ－１２’： ２    １ 

 

建具寸法より、建具案内図のＳＤ－１５Ｆ－

１２をＳＤ－１５Ｆ－１２’、ＳＤ－１５Ｆ

－１２’をＳＤ－１５Ｆ－１２に読み替え

よろしいです。 
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ると考えて宜しいでしょうか。 

（読み替え後：建具表の数量と一致） 

 

図番Ａ－１６２・１７７ 

ＳＤ－Ｂ１Ｆ－０２’において、建具表での

形式がくぐり戸付となっておりますが、姿図

番号３４はくぐり戸無しとなっており相違

しております。姿図を正としＳＤ－Ｂ１Ｆ－

０２’はくぐり戸無しの折り畳み防火戸と

考えて宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

 

図番Ａ－１６１－４ 

２階建具案内図において、下記の箇所に建具

番号の記載が無い建具がございます。建具番

号をご指示下さい。 

・ Ｙ４／Ｘ１－２通り 

・ Ｘ６／Ｙ４通り 

・ Ｘ１－Ｙ６通り 

・ Ｘ１－Ｙ７通り 

・ Ｘ２－Ｙ９通り 

・ Ｘ４－Ｙ９通り 

 

 

 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－１７７ 

建具姿図－１の以下の姿図記号において、戸

に取り付くガラス及びガラリ、ガラス＋ガラ

リのＨ寸法は、姿図記号２・５・７に倣い、

「Ｈ－２００」「Ｈ／２－１００（ガラス＋

ガラリ）」と考えて宜しいでしょうか。 

※姿図番号３、８、９、１１、１２、１３共

通 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１６８・１７７ 

ＬＤ－２Ｆ－１０において、姿図記号が額入

A-166 図 建具表-5 を正としてください。 

※ガラスは不要になります。 
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りのハンガー戸となっておりますがガラス

欄にガラスの指示がございません。ＬＤ－２

Ｆ－０８・１１に倣いＬＤ－２Ｆ－１０は額

入りとし、ガラス種類はＦ－４と考えて宜し

いでしょうか。 

 

 

図番Ａ－１４４・１６３ 

ＳＷ－１Ｆ－０２・０３において、建具表－

２でＨ寸法が９００となっておりますが、低

層部展開図－１（執務室１－１）で該当する

建具のＨ寸法が１３００程度となっており

相違しております。低層部展開図－１を正と

し、ＳＷ－１Ｆ－０２・０３のＨ寸法は１３

００と考えて宜しいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記としてください。 

SW 1F-02：H900 

SW 1F-03：H1400 

図番Ａ－１４４・１６３ 

ＳＷ－１Ｆ－０１において、建具表－２で寸

法が「８３００×１４００・５７００×１４

００・２７００×１４００」となっておりま

すが、低層部展開図－１（市民利用・情報発

信Ｃ面）ではＷ寸法が７５００程度となって

おり相違しております。低層部展開図－１を

正とし、ＳＷ－１Ｆ－０１の寸法はＷ７５０

０程度×Ｈ１４００と考えて宜しいでしょ

うか。 

A-163 図 建具表-2 を正とします。範囲は A-

161-3 1 階建具案内図を参照ください。 

 

図番Ａ－０８８・１６２・１７７ 

ＳＳＤ－Ｂ１Ｆ－０２において、建具表－１

で寸法が「１４６５×２５００・１８２５×

よろしいです。 
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２５００」と記載がございますが、建具姿図

－１ではＷ寸法が９００・１８００となって

おり相違しております。Ｂ１階平面詳細図－

３より、建具表－１を正としＳＳＤ－Ｂ１Ｆ

－０２の寸法は「１４６５×２５００・１８

２５×２５００」になると考えて宜しいでし

ょうか。 

図番Ａ－１６６・１８１－３ 

ＳＳＤ－２Ｆ－０１において、建具表－５で

は寸法がＷ３８５０×Ｈ３５００となって

おりますが、建具姿図－８ではＷ１７００×

Ｈ２５００程度となっており相違しており

ます。建具姿図－８を正としＳＳＤ－２Ｆ－

０１の寸法はＷ１７００×Ｈ２５００程度

と考えて宜しいでしょうか。 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－１７５ 

ＳＤ－１５Ｆ－０３の防音ガラスの厚さを

ご指示下さい。 

 

 

 

 

 

防音合わせガラス t12+t8 としてください。 

図番Ａ－１４８－１・１６３ 

ＳＤ－１Ｆ－１４において、建具表－２でＷ

寸法が２１４００となっておりますが、低層

部展開図－１（通路１－３ Ｄ面）では８４

００程度となっており相違しております。低

層部展開図－１を正とし、ＳＤ－１Ｆ－１４

のＷ寸法は８４００程度と考えて宜しいで

しょうか。 

建具表を正とし、契約後別途協議といたしま

す。 

 

（外部）  

図番Ａ－００２・０４５・０４７ 

屋根７・８のパラペット笠木において、外部

仕上表でアルミ既製品Ｗ３００、矩計図－

１・３ではアルミ笠木の記入がありません。 

よろしいです。 
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屋根７・８のパラペット天端は塗膜防水のみ

と考えて宜しいでしょうか。 

図番Ａ－００２・０４５・０４７・１９６ 

屋根７・８の立上乾式保護板において、一般

部分詳細図－１で乾式保護板付、矩計図－

１・３では乾式保護板の記入がありません。 

屋根７・８の乾式保護板は不要と考えて宜し

いでしょうか。 

A-196 一般部分詳細図-1 を正としてくださ

い。 

図番Ａ－００２・０８１ 

屋根１１の防水が外部仕上表で露出断熱防

水（ＤＩ－１）、低層部コア詳細図－３では 

超速硬化型塗膜防水で相違しています。 

超速硬化型塗膜防水を正と考えて宜しいで

しょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００２・０８１ 

上記質疑に関連して、屋根１１のドレイン

径、排水経路をご指示下さい。 

 

 

 

契約後別途協議といたします。 

図番Ａ－００２・０８０・０８１ 

外部仕上表において、屋根１１にタラップの

記入がありますが、低層部コア詳細図－２・

３ではタラップが見当たりません。 

タラップが必要の場合は取付位置をご指示

下さい。 

 

外部仕上表の記載が誤記になります。 

A-080 低層部コア詳細図-2、A-081 低層部コ

ア詳細図-3 のタラップを参照ください。 

図番 A－００２・０９９ 

外部仕上表の（排煙スペース）０４Ｆにおい

て、ルーフドレン・ＯＦ管の記入があります

が、４階平面詳細図－２の排煙スペースには

記入がありません。ルーフドレンとＯＦ管の

取付位置及び竪樋の径・排水経路をご指示下

さい。 

契約後別途協議といたします。 

図番 A－００２ 

目隠しフェンス下地鉄骨の詳細をご指示下

A-002 外部仕上表・内部仕上表-1 の目隠しフ

ェンスは誤記になります。 
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さい。 

 

 

図番 A－０４９ 

矩計図－５（３階）の３Ｆ Ｅ部矩計図（南

面・Ｘ６－７間）において、屋根超速硬化ウ

レタン塗膜防水の断熱材の厚さがｔ１００

と記入がありますが、矩計図ではｔ５０程度

で相違しています。ｔ５０に読み替えて宜し

いでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－０１５・０１６ 

３階平面図の室外機置場（Ｘ１－４／Ｙ１－

３間）において、ルーフドレンがＲＤ２（１

００φ）の記入ですが、２階平面図ではＴＤ

１（１６５φ）の記入で径が相違しています。

図面通りと考えて宜しいでしょうか。 

 

 

 

よろしいです。 

 

図番Ａ－０２５～０２８ 

立面図－１～４の凡例において、避雷金物は

電気設備工事と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－１００・１０１・３４７－２ 

５階バルコニーの手摺③の範囲が５階平面

詳細図－１・２とＰＣａ割付図－２（参考図）

の５階ＰＣ床版平面割付図で相違していま

す。５階平面詳細図－１・２を正と考えて宜

しいでしょうか｡ 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１００・１０１・３４７－２ 

上記質疑を正とする場合、５階ＰＣ床版平面

割付図をご指示下さい。 

 

A-347-2 PCa 割付図-2（参考図）を参照くだ

さい。 

図番Ａ－００２・２０８ 

柱型アルミパネルの厚さが外部仕上表でｔ

＝２．５、一般部分詳細図－１３ではｔ＝３．

よろしいです。 
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０で相違しています。 

アルミカットパネル、ｔ＝３．０を正と考え

て宜しいでしょうか。 

 

図番Ａ－０９３・２０８ 

柱型アルミパネルの点検扉において、一般部

分詳細図－１３に記入がありますが、低層棟

１階平面詳細図－２に記入のあるアルミパ

ネル柱（１２００角×８、８００角×３）は

全て点検口が必要と考えて宜しいでしょう

か。 

A-093 １階平面詳細図－２のアルミパネル

柱（１２００角×８、８００角×３）に点検

口は不要になります。建具案内図を参照くだ

さい。 

図番Ａ－０９３・２０８ 

上記質疑に関連して、一般部分詳細図－１３

で点検口の高さがＨ２１００ですが、Ｗ寸法

が読み取れません。８００・１２００角それ

ぞれの点検口のＷ寸法をご指示下さい。 

 

A-168 建具表-7 を参照ください。 

図Ａ－００２・０９５ 

２階平面詳細図－２において、屋外デッキ２

－４・２－５の排水溝Ｗ１００の範囲及び排

水経路が読み取れません。ご指示下さい。 

 

契約後別途協議といたします。 

（内部）  

図番 A－００２・０９２~１１７ 

下図において、各階平面図・平面詳細図等に

部屋名の無いデットスペース（赤枠部）は仕

上無しと考えて宜しいでしょうか。 

※PS・EPS 等部屋名のある部屋（緑枠部）

は仕上表より 

・床：防塵塗装 

・壁：石膏ボード素地 

・天井表し（直天） 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－００７・１２８・Ｓ－１１０ 

１４階通路１４－８において、仕上表床仕上

に「ＯＡフロア（Ｈ１００）一部」とござい

ますが議場断面詳細図（Ｈ２５０）と相違し

ています。構造床伏図よりＦＬ－２５０（白

抜部）とございますのでＯＡフロアはＨ２５

０と考えて宜しいでしょうか。 

鋼製床 H250 となります。 

 

図番Ａ－００７・１２８・Ｓ－１１０ 

上記質疑を正とする場合、１４階通路、会議

室、執務室等の二重床のＨ寸法もＨ２５０と

考えて宜しいでしょうか。 

 

執務室 14-7～11、会議室 14-4～5、通路 14-

1 は H100とし、それ以外の二重床部は H250

としてください。 

図番Ａ－００７・１１８・Ｓ－１１０ 

１４階中継室において、仕上表床下地に「Ｆ

６：コンクリート金鏝」とございますが平面

詳細図で「仕上レベルＦＬ±０／スラブレベ

ルＦＬ－１５０」とあり相違しています。又、

構造床伏図では「スラブレベル－２５０」あ

り相違しています。床：ＯＡフロアーＨ２５

０の上タイルカーペットＡと考えて宜しい

でしょうか。 

 

よろしいです。 

図盤Ａ－００７・１１８ 

１４階給湯コーナー壁仕上において、仕上表

壁仕上（化粧けいカル板）と平面詳細図（ビ

ニルクロス）で相違しています。仕上表を正

と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図面Ａ－００７・２０４／Ｄ－７６ A-204 一般部分詳細図-9 を正としてくださ
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１４階カメラマン席・記者席巾木仕上におい

て、仕上表（ＰＶＣ Ｈ６０）と部分詳細図

（木巾木Ｈ６０）で相違しています。部分詳

細図を正とし木巾木Ｈ６０ ２－ＵＥと考

えて宜しいでしょうか。 

 

い。 

※木巾木Ｈ６０ ２－ＵC としてください。 

図面Ａ－００７・１２６ 

１４階カメラマン席・記者席壁仕上におい

て、仕上表（ＥＰ－Ｓｉ）と議場平面詳細図

（天然木化粧合板・大小幅板張り）で相違し

ています。部分詳細図を正とし天然木化粧合

板・大小幅板張りと考えて宜しいでしょう

か。 

よろしいです。 

図番Ａ－０７ 

OA フロアー（一般部）において、特記仕様

書に３０００Ｎ・５０００Ｎとございますが

使い分けの図示がござません。ご指示下さ

い。 

 

執務室 1-1 を 5000N とし、その他は 3000N

としてください。 

図番Ａ－００２ 

コーナーガードにおいて、エレメント図と仕

上材料名表示凡例で下記の様に相違してお

ります。エレメント図を正と考えて宜しいで

しょうか。 

①エレメント図：アルミ Ｌ８００ 

②仕上材料名表示凡例：Ｌ１，６００ 

よろしいです。 

図番Ａ－１９９ 

一般部分詳細図－４のＤ－３１地下外壁廻

り排水の排水溝塗膜防水の仕様をご指示下

さい。 

 

X-2 としてください。 

図番Ａ－００２・Ｓ－２００ 

地下１階躯体レベルが、地下１階伏図では躯

体レベルがＦＬ－４００となっていますが、

内部仕上表ではＦＬ－１０・－５０・－３０

０となっていますが、床下地は、Ｆ１５湧水

よろしいです。 

水勾配は矩計図 1～4 を参照ください。 
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処理層となっています。仕上表で床下地Ｆ１

５の部分は、地下１階伏図を正とし、躯体レ

ベルは、ＦＬ－４００と考え、内部仕上表の

指示のある床下地Ｆ１５の範囲の床レベル

は、ＦＬ－２１０と考えて宜しいでしょう

か。 

 

図番Ａ－０４・１９９ 

地下二重壁の押出成形セメント板の厚みが

下記のように相違しています。特記仕様書を

正と考えて宜しいでしょうか。 

 特記仕様書 ｔ４０縦張り  

 一般部分詳細図 ｔ１５横張り 

 

地下駐車場部分：t40 縦張り 

地下鉄地下連絡通路：t60 縦張り 

既存地下鉄連絡通路復旧部：t15 横張り 

としてください。 

 

図番Ａ－１９９ 

一般部分詳細図－４のＤ－３１地下外壁廻

り二重壁に点検口がございますが、仕様・寸

法をご指示下さい。 

 

神島化学工業:GRC 点検口 600×600 

606 BBB-107･108 同等としてください。 

 

参考図０５ ２０２／Ｄ－５６ 

一般部分詳細図－７ Ｄ－５６地流しにグ

レーチング蓋ＳＷＱＭ５５３２Ｐ＝１８と

ございますが、商品がございません。ＳＷＱ

Ｍ５５３２Ｐ＝２２に読み替えて宜しいで

しょうか。 

ＳＷＱＭ５５３２ P=15 としてください。 

参考図０４ Ａ－０４８ 

矩計図－４において、車路スロープ床にアス

ファルト防水Ａ－１とございますが、特記仕

様書 防水工事でＡ－１は適用になってお

りません。矩計図－４を正と考えて宜しいで

しょうか。 

よろしいです。 

 

参考図Ａ－２０１ 

一般部分詳細図－６ Ｄ－５１において、排

水溝断面図に排水目皿がございます設置場

所は、各排水溝・排水桝に１か所と考えて宜

しいでしょうか。 

契約後別途協議といたします。 
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参考図Ａ－２０１ 

一般部分詳細図－６ Ｄ－５１において、排

水桝がございますが桝の深さはＨ９０程度

と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

参考図Ａ－０８６～０８９ 

Ｂ1 階平面詳細図において、床下地Ｆ１５湧

水処理層部分の室内機械基礎は、嵩上げコン

クリートで形成される基礎と考えて宜しい

でしょうか。 

よろしいです。 

参考図０５ ２０２／Ｄ－５６ 

特記仕様書石工事に 06 笠木甲板等の石張り

に石裏面処理の有無がございませんが、一般

部分詳細図－７ Ｄ－５６地流しに御影石

の甲板がございます。裏面処理は有りと考え

て宜しいでしょうか。 

 

 

 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１１１・１６１－９ 

執務室１０－５において、平面詳細図－２と

１０階建具案内図で親子開き戸が以下の様

に相違しています。平面詳細図－２を正と

し、親子開き戸はパーティションになると考

えて宜しいでしょうか。 

１）平面詳細図－２ パーティション 

２）建具キープラン ＳＤ－共１７ 

A-161-9 10 階・11 階建具案内図を正として

ください。 

 

図番Ａ－１１１・１６１－９ 

上記質疑に関連して、１）、２）のいずれかの

正になる場合の下記の仕様をご指示下さい。 

１）が正の場合 パーティションの仕様 

２）が正の場合 間仕切りの仕様 

LW1+A としてください。 

図番Ａ－００５・１００ 

応接室５－５において、内部仕上表－４の備

考に鏡と記載がありますが平面詳細図に鏡

の記載がありません。応接室５－５に鏡は不

よろしいです。 
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要と考えて宜しいでしょうか。 

図番Ａ－００５・１００ 

上記質疑に関連して、鏡が必要な場合は仕様

をご指示下さい。 

鏡は不要になります。 

参照図Ａ－１００・２０２ 

執務室５－３～５において、Ｄ－６０の鏡の

図示がありますが平面詳細図と一般部分詳

細図でＨ寸法が下記のように相違していま

す。一般部分詳細図を正とし、下記のように

考えて宜しいでしょうか。 

平面詳細図 Ｈ２２００（誤） 

一般部分詳細図 Ｈ１０００（正） 

 

 

 

 

 

 

H750 としてください。 

図番Ａ－０６０ 

６－１３Ｆひろびろトイレ内の大便器裏

及び手洗い器裏にライニングの記載がご

ざいますが、ライニング甲板の幅及びライ

ニング高さは下記のように考えて宜しい

でしょうか 

1）大便器裏：Ｗ２５０ Ｈ９００ 

2）オストメイト裏： 

Ｗ２５０ Ｈ１２００ 

3）手洗器裏：Ｗ１５０ Ｈ１１００ 

下記としてください。 

１）大便器裏：W250、H1200 

２）オストメイト裏：W250 H1200 

３）手洗器裏：W200 H1200 

 

 

図番Ａ－１３８ 

給湯室・ゴミ置き場に下り天井の記載がござ

いますが、高さが不明です。ご指示下さい。 

H=300 としてください。 

 

図番Ａ－００６・１５９－５ 

内部仕上表において、通路８－４の壁仕上

は化粧鋼板と記載がございますが、展開図

に通路８－４の記載がない為、種別が不明

です。全て化粧鋼板Ａと考えて宜しいでし

A-107 8 階平面詳細図-2 を参照ください。 
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ょうか。 

図番Ａ－００６・１０７ 

内部仕上表において、通路８－４の備考欄

に手摺は両側と記載がございますが、平面

詳細図より、全面（建具面除く）に取り付

くと考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００６ 

内部仕上表において、床下地はＦ６（Ｆ１

３）と記載がございますが、全面床下地は

Ｆ１３（ＯA フロアー）と考えて宜しいで

しょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－００６・１０７ 

通路８－４の壁下地が下記の様に相違し

ておりますが、平面詳細図を正と考えて宜

しいでしょうか。 

1）内部仕上表：ＬＷ０・４ 

2）平面詳細図【正】：ＬＷ１ 

よろしいです。 

（建具）  

図番Ａ－０９２・１６１－３ 

１階建具案内図において控室Ｄ面に片開き

戸の記載がございますが、建具記号の記載が

ございません。１階平面詳細図－１において

該当する片開き戸の記載が無いため、控室Ｄ

面の片開き戸は不要と考えて宜しいでしょ

うか。 

よろしいです。 

図番Ａ－１６１－１１・１６２ 

１５階建具案内図において、東面（Ｘ７／Ｙ

３・８）にＡＧ－１５Ｆ－０１の記載が２か

所ございますが、建具表にＡＧ－１５Ｆ－０

１が見当たりません。ＡＧ－１５Ｆ－０１の

寸法・仕上等をご指示下さい。 

W3300×H440 アルミ B-1 

ホッパー：st-1.6 裏面グライト吹付 t3.0 

としてください。 

図番Ａ－１６１－４ 

２階建具案内図においてひろびろトイレ（Ｘ

４－５／Ｙ７－８）にＳＤ－２Ｆ－１５の記

載がございますが、取付箇所に該当する戸が

見当たりません。ＳＤ－２Ｆ－１５は不要と

A-161-4 2 階建具案内図を正としてくださ

い。 
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考えて宜しいでしょうか。  

図番Ａ－０１７・１７０・１７２ 

以下の建具において、Ｗ寸法が平面図と建具

表で下記のように相違しております。 

ＡＷ－４Ｆ－０６・５Ｆ－０７ 

平面図：Ｗ１５，０００程度 

建具表：Ｗ１，８００ 

建具表より、Ｗ１，８００（７か所：Ｗ１２，

６００）と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ａ－１６１－３ 

１階建具案内図において、ＳＤ－１Ｆ－３０

とＳＤ－１Ｆ－３０’が重複しておりＳＤ－

１Ｆ－３０’の取り付く箇所が不明です。Ｓ

Ｄ－１Ｆ－３０’が必要な場合、取付箇所を

ご指示下さい。 

（Ｘ７’－９／Ｙ８－９ バス待合スペース） 

A-161-3 1 階建具案内図を参照ください。 

※ＳＤ－１Ｆ－３０’は、ＳＤ－１Ｆ－３０

（常開防火戸）の開口部に設置する自動扉で

す。 

図番Ａ－１６１－１１・１７５ 

１５階建具案内図において通路１５－５（Ｘ

２－３／Ｙ３－４）にＳＤ－１５Ｆ－２６が

ございますが、取り付く箇所が不明です。こ

ちらのＳＤ－１５Ｆ－２６が必要な場合、取

付箇所をご指示下さい。（建具表での取付箇

所：通路１５－５ ＥＰＳ） 

 

 

A-175 建具表-14 を参照ください。 

図番Ａ－１７２・１７７ 

ＷＤ－５Ｆ－０２において建具表にガラス

の指示がございますが、姿図記号が額入りで

はない建具となっております。ガラス欄を正

とし、ＷＤ－５Ｆ－０２は額入りの親子開き

フラッシュ戸になると考えて宜しいでしょ

うか。 

 

 

 

A-177 建具姿図-1 を正としてください。 

図番Ａ－１７６ A-176 建具表-15 を参照ください。 
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ＡＷ－ＲＦ－０１において、建具表にガラス

の記載がございません。ＡＷ－ＲＦ－０１の

ガラスの種類及び厚をご指示下さい。 

 

 

※当該建具はガラスなし（アルミパネル）に

なります。 

 

図番Ａ－１６１－５・１６７ 

３階建具案内図において、ＳＤ－３Ｆ－１８

（高圧電気室 Ｙ４／Ｘ６－７）に電気錠の

記載がございますが、建具表－６ではＳＤ－

３Ｆ－１８に電気錠の指示が無く相違して

おります。３階建具案内図を正とし、ＳＤ－

３Ｆ－１８は電気錠と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

 

 

A-167 建具表-6 を正としてください。 

図番Ａ－１０５・１６１－７・１６８ 

７階建具案内図において執務室７－３（Ｙ６

／Ｘ２－３）にＳＤ－共１７と指示がござい

ますが、建具形状と寸法が下記のように相違

しております。 

ＳＤ－共１７：親子開きフラッシュ戸 

       Ｗ１，２００ 

指示のある建具：両開き戸 

       Ｗ１，８００ 

他の執務室に倣い、７階建具案内図の建具番

号を正とし執務室７－３の戸はＷ１，２００

の親子開きフラッシュ戸になると考えて宜

しいでしょうか。 

よろしいです。 

 

図番Ａ－１６２・１６３ 

下記の建具は、扉面にタイル接着貼りとなっ

ています。扉の小口、裏面は SOP 塗と考え

て宜しいでしょうか。 

・ＳＤ－Ｂ２Ｆ－０２～０４ 

・ＳＤ－１Ｆ－０１・０４・０７～１３・ 

        １５・１６～１８・３４ 

よろしいです。 
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・ＳＤ－２Ｆ－０６～１０・１３・１４・ 

１６～１８ 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 



別添１

中間免震層平面図 



別添１

1階平面図 



別添１

2階平面図 



別添１
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〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書 

 

工事名  仙台市役所本庁舎整備第１期 建築工事   

 

 

整理番号 ２３０５１０５９５ 

質  問  事  項 回     答 

① 仮設計画図について 

A-503仮設計画図において揚重機や足場

について期間が指定数量として記載さ

れていますが、仕様や設置期間が指定数

量から変更となった場合には増減の対

象になると考えてよろしいでしょうか。

ご指示ください。 

 

 

 

よろしいです。 

② 山留・構台計画図について 

A-509山留・構台計画図の山留杭材料表

に（参考）とありますが、山留壁の工法

を変えなければ施工方法は各社の計画

によると考えてよろしいでしょうか。ご

指示ください。 

 

 

 

よろしいです。 

③ 山留・構台計画図について 

A-420の撤去汚染土分布図について処分

汚染土量の記載がありますが、調査は別

途と考えて宜しいでしょうか。ご指示く

ださい。 

 

 

 

よろしいです。 
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④ 土木工事 設計書「内 13号」について 

土木工事－仮設工－既設親杭引抜工－

オーガケーシング工法－材料費H-300×

300×10×15 2.6t の箇所ですが、これ

は土中に埋まっていた親杭なので、中間

処理施設に運搬処分するという考え方

でよろしいでしょうか。ご指示くださ

い。 

 

 

鋼材の材料費を計上しております。工事価格

の算出につきましては、設計図書により積算

をお願いいたします。設計図書と施工条件が

一致しない場合は、設計変更協議の対象とい

たします。 

⑤ 土木工事 設計書「単 37号」について 

土木工事－下水道－管路土留工－軽量

鋼矢板土留 掘削深：3.5m 以下、軽量

鋼矢板型式：2型 37mの箇所ですが、

軽量鋼矢板建込工及び軽量鋼矢板引抜

工（両側分）掘削深 3.0m 以下と内訳に

記載がございます。 

掘削深はどちらが正しいのでしょうか。

ご指示ください。 

 

 

軽量鋼矢板建込工及び軽量鋼矢板引抜工（両

側分）掘削深 3.0m以下とし積算しておりま

す。工事価格の算出につきましては、設計図

書により積算をお願いいたします。設計図書

と施工条件が一致しない場合は、設計変更協

議の対象といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 
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〔制限付き一般競争入札〕 

質 疑 応 答 書  

 

工事名  仙台市役所本庁舎整備第１期 建築工事   

 

 

 整理番号 ２３０５１０５９５ 

質  問  事  項 回     答 

（構造関連）  

（本庁舎）  

図面Ａ－４２０・５０９－１ 

土工事の掘削開始レベルについて、撤去汚

染土分布図より現状地盤ＴＰ＋４４．９８

とありますが、山留・構台計画図では着工時

地盤高さＴＰ＋４５．５０とございます。 

掘削開始レベルはＴＰ＋４４．９８からと

考えて宜しいでしょうか。 

 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－１ 

特記仕様書－１の３土工事において、埋戻

し及び盛土の種別がＡ種とＢ種両方に適用

印が付いておりますが、Ａ種の方と考えて

宜しいでしょうか。 

 

 

緊急排水槽・歩道切下はＢ種で設計してお

ります。その他は全てＡ種で設計しており

ます。 

図番Ｓ－１・Ａ－００１ 

構造特記仕様書－１の５－２において、防

水押えコン内の溶接金網がφ３．２－１０

０×１００とございますが、仕上特記仕様

書の１６特記事項【躯体工事】ではφ６．０

－１００×１００とあり相違しておりま

す。 

φ６．０－１００×１００を正と考えて宜

しいでしょうか。 

よろしいです。 
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図番Ｓ－３０１ 

マットスラブリストにおいて、マットスラ

ブＸ方向及びＹ方向とありますが、主筋方

向はそれぞれ下図の方向と考えて宜しいで

しょうか。 

 

 

 

 

よろしいです。 

 

図番Ｓ－１・Ａ－４０５・４０８ 

マットスラブ下の地業が以下のように相違

しています。特記仕様書－１を正と考えて

宜しいでしょうか。 

・特記仕様書－１  

捨てコンｔ５０、砕石ｔ１００ 

・矩計図－１ 捨てコンｔ１５０のみ 

・矩計図－４ 捨てコンｔ５０、砕石ｔ６

０ 

 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－１・Ａ－４０５ 

ＦＳ符号スラブ下の地業が以下のように相

違しています。特記仕様書－１を正と考え

て宜しいでしょうか。 

・特記仕様書－１  

捨てコンｔ５０、砕石ｔ１００ 

・矩計図－１ 捨てコンｔ１００、砕石ｔ

A-045 矩計図-1（B 階～2 階南北方向-1）を

正としてください。 

 

X方向

Y方向
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６０ 

 

 

図番Ｓ－３０１ 

マットスラブリストにおいて、マットスラ

ブ段差部配筋図のハンチ部に１段筋のみ配

筋の記載があります。 

段数は位置するスラブと同段数と考えて宜

しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

 

図番Ｓ－３０１ 

マットスラブリストにおいて、マットスラ

ブ段差部配筋図に端部下がりの左側詳細に

おいて、下がりの幅に『厚い範囲（≧ｔ）』

とございますが、厚い範囲とはマットスラ

ブ厚の事と考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

 

図番Ｓ－３０１・Ａ－０４６ 

マットスラブリストにおいて、マットスラ

ブ段差部配筋図に端部下がりの左側詳細に

おいて、端部下がりの範囲は矩計図－２よ

り既存躯体取合部側と考えて宜しいでしょ

うか。 

（Ｙ０／Ｘ６－Ｘ６＇ 既存勾当台公園地

下駐車場） 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０１・３０２ 

ＲＣスラブリストにおいて、ＦＳ１５００

の端部小口面の鉄筋納まりはマットスラブ

と同様と考えて宜しいでしょうか。 

（上・下主筋の定着長さ＝スラブ厚、端部側

横筋Ｄ２５＠２００） 

 

よろしいです。 

 

図番Ｓ－１０２・２０１・２０６・２１０ 

下記位置のマットスラブレベルが、伏図と

軸組図とで以下のように相違しています。

すべて地下１階伏図のレベルを正と考えて

宜しいでしょうか。 

よろしいです。 
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･X2/Y4-5 伏図 B1FL-3570、軸組 B1FL-

2850 

･Y8/X5-6 伏図 B1FL-3570、軸組 B1FL-

2850 

･Y5/X5-6 伏図 B1FL-3520、軸組 B1FL-

2850 

 

図番Ｓ－１０２・Ａ－０８１ 

地下２階伏図において、ＥＬＶピットのＦ

Ｓスラブレベルが以下のように相違してい

ます。 

低層部コア詳細図－３を正と考えて宜しい

でしょうか。 

・地下２階伏図 Ｂ２ＦＬ－２８５０（特

記なき限りの１ＦＬをＢ２ＦＬに読み替

え） 

・低層部コア詳細図－３ Ｂ２ＦＬ－１２

５０ 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－１０３ 

免震層伏図において、Ｘ４／Ｙ３－Ｙ５通

りの大梁Ｇ３１ＡＨ及びＧ３２Ａは水平ハ

ンチの記載ですが、ハンチ長さが不明です。

それぞれ梁長さの３／４と考えて宜しいで

しょうか。 

 

1:6 勾配としてください。 

（ハンチ長さ 3900ｍｍ） 

 

図番Ｓ－３０５ 

ＲＣ大梁リストのＧ１２Ｄにおいて、備考

に『Ｄ１６は柱内３０ｍｍ定着』とあります

が、適用鉄筋がございません。 

備考のコメントは無しと考えて宜しいでし

ょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０８ 

小梁リストにおいて、Ｂ５及びＢ６の腹筋

本数が図示（６本）と記載（３本）とで相違

よろしいです。 
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しております。 

図示本数（６本）を正と考えて宜しいでしょ

うか。 

図番Ｓ－１０３・Ａ－４０８ 

免震層伏図 Ｘ０～Ｘ０＋６５００／Ｙ５

～Ｙ８通りのスラブが以下のように相違し

ています。免振階伏図を正と考えて宜しい

でしょうか。 

・免震層伏図 スラブ有り 

（Ｓ２００Ｂ，Ｓ２５０） 

・矩計図－４ スラブ無し 

よろしいです。 

 

 

図番Ａ－０４６ 

矩計図－２において、マットスラブ上に水

勾配打ち増しコンクリートがあります。水

上のＨは１４０程度になります。補強はワ

イヤーメッシュφ６－１００×１００と考

えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０８ 

ＲＣスラブリストにおいて、スラブ厚４０

０以上に幅止め筋Ｄ１０＠１０００を見込

んで宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

 

図番Ａ－０８１ 

低層部コア詳細図－３ Ｙ方向断面図にお

いて、Ｂ１ＦＬ－６０９０ ＥＬＶホール

及びＰＳ／ＤＳ部に床版及び立上りの詳細

がありますが下記部位のリストが伏図では

不明です。断面詳細をそれぞれ以下のよう

に考えて宜しいでしょうか。 

・床版 Ｓ１５ 

・立上り Ｗ２００ 

 

下記としてください。 

・床版：S15 

・立上り：W20 

 

図番Ａ－０８１ 

低層部コア詳細図－３のＹ方向断面図にお

いて、１ＦＬ～免震層ＦＬ Ｙ２通り外部

にダクトトレンチとありますが、下記部位

A-527 新設換気塔排気ダクト部詳細配筋図

のとおりです。 

・底盤:FS2 

・床板 FS2 
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のリストが伏図では不明です。断面詳細を

それぞれ以下のように考えて宜しいでしょ

うか。 

・底盤 ＣＳ２５０ 

・床版 ＣＳ２５０ 

・側面塞ぎ壁 ＥＷ３０ 

 

・側面塞ぎ壁 W35 

 

図番Ｓ－１０５ 

１階伏図において、Ｘ９通り外部（階段室

東）スラブ符号が不明です。Ｓ２００と考え

て宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－１０２・３０２ 

地下１階伏図のＸ４／Ｙ９－Ｙ９＋２５０

０に壁ＦＷ１４０とありますが、地下外壁

リストに詳細が見当たりません。 

厚１４００・配筋はＦＷ１３０に倣っても

宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ｓ－１０５ 

１階伏図のＸ９＋５０００／Ｙ３－Ｙ４通

りにＷ５６とありますが、地下外壁リスト

に符号が見当たりません。 

Ｗ５６では無くＷ５０に読み替えても宜し

いでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０４・３０４Ａ 

柱リスト 特記外に『柱頭部は～定着板を

使用～』とあります。積算上は、機械式定着

は無しと考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０４ 

ＲＣ柱リストにおいて、梁仕口部にも中子

筋は必要と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－１０・３０４Ａ 

柱とマットスラブの鉄筋納まりについて、

よろしいです。 
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以下のように考えて宜しいでしょうか。 

・柱主筋の定着長さ：マットスラブ天端を

起点としＬ２定着 

・マットスラブ内の柱フープ筋：不要 

・ＳＲＣ柱リスト 側柱埋込み柱脚Ｌ型補

強筋要領よりコ型補強筋は必要 

図番Ｓ－３０４・３０４Ａ・３０９ 

柱と柱頭の免震基礎の納まりについて、以

下のように考えて宜しいでしょうか。 

・柱主筋の定着長さ：免震基礎下端を起点

としＬ２定着 

・免震基礎内の柱フープ筋：不要 

S-10 RC 標準図-3 の 6,7 に記載の柱・梁定

着の納まりを参考の上、免震基礎リストの

鉄筋を納めてください。 

図番Ｓ－３０９ 

免震基礎リストにおいて、腹筋の鉄筋径及

び間隔が備考に記載のあるＭＦ１３０Ａと

ＭＦ１４０Ｂを除き不明です。 

基礎主筋と同径同間隔と考えて宜しいでし

ょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０９ 

免震基礎リストの断面図において、基礎主

筋の立上げ長さが不明です。１５ｄ程度と

考えて宜しいでしょうか。 

 

S-9 RC 標準図-2 の 4.基礎を参照ください。

（20d としてください。） 

 

図番Ｓ－１０５・Ａ－０４５ 

１階伏図の特記なき２番のスラブ天端レベ

ルにおいて、ＣＳ１７Ｅ（外周片持ちスラ

ブ）が１ＦＬ＋２２０とございますが、意匠

矩計図より内部側の床レベルと同レベルと

考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ｓ－１１１ 

Ｒ階伏図の特記なき２番のスラブ天端レベ

ルにおいて、Ｓ２０Ｃが２つあり２つ共、同

レベルですが、斜線の方はスラブ天端レベ

ルＲＦＬ＋１４００・梁天端レベルＲＦＬ

＋１２００と考えて宜しいでしょうか。 

シンダーコン天端レベルがRFL+1400のた

め、スラブ天端レベル RFL+1300・梁天端

レベル RFL+1100 としてください。 
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図番Ｓ－１１１・Ａ－３４７－５ 

ＰＨ１階伏図において、外周廻りのスラブ

はＳ１５とございますが、意匠ＰＣａ割付

図－５ではフルＰＣとなっております。 

フルＰＣを正と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－２０５ 

Ｙ７＋５３００通り軸組図において、梁レ

ベルが伏図と相違しております。（階高との

レベルがズレているようです） 

伏図のレベルを正と考えて宜しいでしょう

か。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－３０８ 

ＲＣスラブリストにおいて、型枠欄に普通

型枠またはフラットデッキとございます

が、すべてフラットデッキと考えて宜しい

でしょうか。 

 

RC・SRC 部は普通型枠、S 部はフラット

デッキとします。 

 

図番Ｓ－３０８ 

片持ちスラブリストにおいて、ＣＳ１７Ｅ

とＣＳ２０Ａは普通型枠またはフラットデ

ッキとございますが、使用箇所は１階伏図

の外周部で出幅もある為、普通型枠と考え

て宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

 

 

図番Ｓ－３０８ 

持ち上げスラブ詳細図において、≧３００

段差はＢＴ鋼とございますが、鉄骨標準図

－２の４より２００を超える段差はＢＴ鋼

使用と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４０１ 

西側ＥＶ詳細図において、Ｂ１ＦＬ＋１９

５０伏図にスラブ符号Ｓ１５とございます

が、伏図では開口ですのでスラブは無しと

よろしいです。 
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考えて宜しいでしょうか。 

図番Ｓ－４０１ 

中央１ＥＶ詳細図の基礎下端伏図におい

て、スラブ符号が伏図Ｓ３０と特記なきＳ

１５とで相違しておりますが、Ｓ３０を正

と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４０１ 

中央１ＥＶ詳細図において、Ｂ１ＦＬ＋１

９７５伏図にスラブ符号Ｓ１５・免震層伏

図にスラブ符号Ｓ２０とございますが、伏

図では開口ですのでスラブは無しと考えて

宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４０２ 

北側ＥＶ詳細図の基礎下端伏図において、

スラブ符号が伏図Ｓ２５と特記なきＳ１５

とで相違しておりますが、Ｓ２５を正と考

えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ａ－１８２～１８７－５ 

建具詳細図，矩計図にＲＣ立上り及び下り

壁がございます。厚さはｔ３００程度まで

（ｔ１２０，ｔ１８０，ｔ２６０等）ありま

すが、配筋は下記の配筋及び壁符号に倣っ

て宜しいでしょうか。 

又、先端補強筋の鉄筋径は使用鉄筋の１段

上と考えて宜しいでしょうか。 

 

・ｔ＜１５０ 縦・横Ｄ１０＠２００シン

グル 先端１－Ｄ１３ 

・１５０＜ｔ≦１６０ Ｗ１６０ 

・１６０＜ｔ≦２００ Ｗ２００ 

・２００＜ｔ≦２５０ Ｗ２５０ 

・２５０＜ｔ≦３００ Ｗ３００ 

 

よろしいです。 
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図番Ａ－１９７ 

一般部分詳細図－２に柱根巻きがあります

が、配筋は以下のように考えて宜しいでし

ょうか。 

・主筋 Ｄ１９＠２００ 

・フープ筋 Ｄ１３＠１００ 

・頂部横筋 Ｄ１３＠２００ 

 

下記としてください。 

・主筋 D16@200 

・フープ D10@100 

・頂部横筋 D10@200 

 

図番Ａ－３４４ 

免震装置耐火被覆詳細図において、免震装

置上部にコンクリートの図示がございま

す。 

コンクリート強度Ｆｃ１８・ＳＬ１５、コン

内溶接金網φ６－１００×１００と考えて

宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１８ 

梁貫通スリーブリストにおいて、Ｂ１階は

ＳＲＣ梁に取付くスリーブと思われます

が、既製品による補強と考えて宜しいでし

ょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１８ 

梁貫通スリーブリストにおいて、１～３階

の高層棟と低層棟の振り分けは、高層棟７

５％・低層棟２５％程度の割合で振り分け

て宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

 

 

図番Ａ－００１・０４９・０５５ 

仕上特記仕様書の１５耐火被覆の表におい

て、耐火塗料は議場上部トラスとございま

すが、その他に矩計図－５のトップライト

部梁や矩計図－１１の外部露出鉄骨柱・梁

も耐火塗料と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－２ 外周部は非加硫ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑ系 t6 W200鉄板入り
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特記仕様書－２の１４止水板において、意

匠図参照とありますが、意匠図では仕様の

記載が見当たりません。 

スパンシール６×２００程度と考えて宜し

いでしょうか。 

 

とし、Exp.j部はゴム製既製品 t6  W200 ｾﾝ

ﾀｰﾊﾞﾙﾌﾞ型としてください。 

 

（付帯施設）  

図番Ｓ－４１６・４１７ 

キャノピー基礎・駐輪場基礎・オイルタン

ク・緊急排水槽のコンクリート強度は、本体

に倣いＦｃ３０・Ｓ１８（高性能ＡＥ減水

剤）と考えて宜しいでしょうか。 

 

駐輪場基礎は Fc21・S15 になります。その

他は Fc30・S18 になります。 

図番Ｓ－４１６ 

キャノピーの鉄骨柱及び大梁に耐火被覆又

は耐火塗料は不要と考えて宜しいでしょう

か。 

 

露出柱は耐火塗料(1 時間)、梁はロックウー

ル吹付け t25 としてください。 

 

図番Ｓ－４１６・Ａ－１９５ 

駐輪場基礎リストにおいて、基礎Ｆ１下の

地業が図面により相違しています。再生砕

石 t６０、捨てコン t５０と考えて宜しいで

しょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１６・Ａ－１９５ 

意匠駐輪場断面図において、基礎配筋がＤ

１６＠１５０とございますが、構造基礎リ

ストではＤ１６＠２００となっており相違

しております。構造リストを正と考えて宜

しいでしょうか。 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１６・Ａ－１９５ 

意匠駐輪場断面図において、基礎上に増打

ｔ７０～１００とございますが、補強筋は

不要と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１７・Ａ－１９０ よろしいです。 
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オイルタンク・緊急排水槽において、底盤と

土圧壁のコンクリート打継部に止水板（ス

パンシール６×２００程度）は必要と考え

て宜しいでしょうか。 

 

図番Ｓ－４１７・Ａ－１９０ 

オイルタンク・緊急排水槽において、水槽上

部のスラブ厚さが構造図（ｔ４００）と意匠

図（ｔ３００）とで相違しております。構造

図を正と考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１７ 

オイルタンク・緊急排水槽の土圧壁リスト

において、縦筋下端と中央と上部、横筋端部

と中央、それぞれ配筋の適用範囲は下記の

ように考えて宜しいでしょうか。 

・縦筋上端，下端：ｈｏ 

（上床下端～底盤天端）／４ 

・横筋端部：ｈｏ（壁の内法寸法）／４ 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１７ 

土圧壁リストにおいて、Ｗ２０、Ｗ２５、Ｆ

Ｗ３０Ａ、ＦＷ６０Ａの縦筋外側下端筋ピ

ッチ＠１００となっておりますが、立上り

壁ですので中央・上端と同様＠２００と考

えて宜しいでしょうか。 

 

@100 としてください。 

図番Ｓ－４１７ 

オイルタンク・緊急排水槽のＢ１階伏図に

Ｗ３０がありますが、土圧壁リストにござ

いません。縦横Ｄ１６＠２００ダブルと考

えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１７ 

オイルタンク・緊急排水槽の土圧壁リスト

において、ＦＷ６０Ａの厚さが４５０とご

ざいますが、厚６００と考えて宜しいでし

よろしいです。 
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ょうか。 

 

図番Ｓ－４１７ 

各伏図の部材符号が、リストと相違してお

ります。下記のように考えて宜しいでしょ

うか。 

・ＦＳ６０→ＦＳ６０Ａ 

・ＦＷ２５→Ｗ２５ 

・ＦＷ６０→ＦＷ６０Ａ 

・Ｇ４０→Ｂ４０Ａ 

よろしいです。 

図番Ｓ－４１７ 

オイルタンクのＢ１階伏図において、スラ

ブ天端レベルがＢ１ＦＬ＋１４００とござ

いますが、断面図ではＢ１ＦＬ＋２４００

と思われます。断面図のレベルを正と考え

て宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

 

図番Ｓ－４１７ 

オイルタンクと緊急排水槽との隙間がｔ１

００ございますが、スタイロフォーム充填

するものと考えて宜しいでしょうか。 

 

よろしいです。 

（外構撤去）  

図番Ａ－５１７ 

標識の詳細図がございますが、撤去案内図

に標識撤去の記載が見当たりません。 

標識は１か所撤去と考えて宜しいでしょう

か。 

 

1 箇所移設です。（A-501 図 仮設計画図-1

参照） 

 

図番Ａ－５１７ 

ＲＣ立上り詳細図（Ｗ１８０）がございます

が、撤去案内図に地盤差のあるＲＣ立上り

撤去は見当たりません。 

無しと考えて宜しいでしょうか。 

よろしいです。 

 

注１ この質疑応答書は、設計図書等に対して質問がある場合（見積りに必要な事項に限

る。）に提出してください。会社名を記入する必要はありません。 
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